
【⽣物基礎】 

〜ClassPad.net のリンクふせん・同時編集機能を活⽤する〜 

暗記のみに陥りがちな内容を、主体的に理解させる協働授業 
各種動画や資料で⽣徒の関⼼を引き出し、主体的な学習を促す。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以下の URL を貼り付けたリンクふせ
んから、資料や短い動画を閲覧させ
て理解を促す。 
①YouTube 動画「台⾵ 19 号 特定⾮
常災害に決定」
（https://www.youtube.com/watch?v
=4yZ7XU9ahf0） 
②YouTube 動画「【被害拡⼤】ヨー
ロッパで集中豪⾬続く…洪⽔・停電
など」
（https://www.youtube.com/watch?v
=-UkqpGQGLvA） 
③YouTube 動画「「かつてない規
模」のアマゾンの⼲ばつ、⽣態系へ
の影響は」
（https://www.youtube.com/watch?v
=wGElLeNeZBA） 

 

概要の説明 
⽣態系と撹乱について理解を深めるとい
う授業の⽬標を伝える。 
 
 
 
 
 
 
重要語句の説明① 
⾃然撹乱という⽤語と、「台⾵」「洪
⽔」といった⾃然撹乱の例を紹介し、撹
乱が⽣態系やその⼀部を破壊するもので
あることを紹介する。 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：「撹乱」という事象が、⽣態系にどのような影響を与えるかということについ

て、⽣徒に主体的かつ具体的に理解させる。 
⽣徒向けの⽬標：「撹乱」という事象にまつわる様々な知識について、⾃ら調べて学びとる。  

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・板書時間削減 ：デジタルノートに URL リンクや図を貼り付けたふせんを⽤意して提⽰すれば、板

書に時間をかけずに授業を進⾏できる。 
・⽣徒の理解促進：動画コンテンツを最⼤限に利⽤することで、興味・関⼼を⾼めるとともに、視覚的

な⾯でも理解を深めることができる。 
・協働学習促進 ：同時編集機能を利⽤することで、グループワークで調べたことのまとめを効果的・

効率的に⾏うことができる。 
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環境省「昭和 44 年公害⽩書 第 2 章
第 2 節 都市河川の汚濁の状況」
（https://www.env.go.jp/policy/haku
syo/s44/11283.html）の URL を貼り
付けたリンクふせんから資料を閲覧
させ、解説を加える。 
 

 

 
⾃然浄化の様⼦を説明する際に必要
な図はファイルふせんで⽤意し、電
⼦⿊板やプロジェクターで提⽰す
る。 
 
 
 
 
 
 
調べ学習のまとめには、新規作成し
たデジタルノートと同時編集機能を
利⽤させる。Web検索で⾒つけた資
料のスクリーンショットをファイル
ふせんにさせたり、動画リンクの
URL を貼り付けたリンクふせんを⽤
意させたりと、デジタルノートの機
能を有効活⽤するようアドバイスを
加えてまわる。EX-word 機能を⽤い
させてもよい。 
発表の際には、各グループの端末を
電⼦⿊板やプロジェクターにつない
でもらう。 
 ※Ex-word 機能は有償になります。別途ご

購⼊いただくことでこの機能はご利⽤い
ただけます。 

 
 
宿題は、新規作成したデジタルノー
トに、step5と同様のやり⽅でまとめ
てもらう。 
完成したデジタルノートは、URL を
発⾏して教員に共有させ、よくまと
まっているものがあれば、次回以降
の授業で全体に提⽰する。 
 
 
 
 
 
YouTube 動画「【ゆっくり解説】死
ぬほど汚い…⁉「ガンジス川」に棲
む⽣き物たち 7選を解説/何故汚いと
⾔われるのか？」
（https://www.youtube.com/watch?v
=R5aYhqizLPY）の URL を貼り付け
たリンクふせんの案内をする。時間
に余裕があれば、内容も授業内で確
認する。 

重要語句の説明② 
⼈為的撹乱という⽤語と、その例として
河川への汚⽔流⼊の影響を説明する。 
 
 
 
 
 
 
重要語句の説明③ 
⽣態系の復元⼒について説明する。ま
た、「⾃然浄化」「BOD」「COD」と
いった重要語句を紹介する。 
さらに、⽣態系の復元⼒の例として、河
川に汚⽔が流⼊した場合の⾃然浄化の様
⼦を説明する。 
 
 
 
調べ学習・発表 
クラスをグループに分け、step4 で提⽰
した図中の「イトミミズ」「ミズムシ」
「浮遊物質」「無機物質」などについて
調べさせる。また、図において有機物が
減少する主な理由と、酸素が減少した後
で回復する主な理由を考えさせる。 
調べたこと・考えたことは、グループご
とに発表してもらう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宿題の提⽰ 
⽔中の有機物量を⽰す指標である「指標
⽣物」について調べ、本授業内で実施し
たのと同じ要領で調べ、デジタルノート
にまとめさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
⽣物への関⼼を⾼める動画のうち、今回
の授業内容と関連するものを紹介する。 
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